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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第10期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第11期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第10期

会計期間

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　６月30日

自　平成22年
　　４月１日
至　平成22年
　　６月30日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成22年
　　３月31日

売上高 (千円) 1,967,4322,149,6428,481,297

経常利益又は経常損失(△） (千円) 35,536 23,117 456,256

四半期(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(千円) 10,700 △33,585 239,741

純資産額 (千円) 2,614,5402,730,1422,839,290

総資産額 (千円) 4,817,7574,947,5795,435,219

１株当たり純資産額 (円) 1,766.721,844.831,918.59

１株当たり四半期(当期)純
利益又は四半期純損失(△)

(円) 7.23 △22.69 162.00

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 54.3 55.2 52.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 393,837 348,690 477,619

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △10,968 △25,779 △41,778

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △138,183△90,228△625,981

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,153,890951,746 719,063

従業員数 (名) 613 619 600

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

　りません。

　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　３．第10期第１四半期連結累計(会計)期間及び第10期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益につい

　　　　　ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　４．第11期第１四半期連結累計(会計)期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四

　　　　　半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成22年６月30日現在

従業員数(名) 619

(注) 従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

     者を含む就業員数であります。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成22年６月30日現在

従業員数(名) 368

(注) 従業員数は、当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む就業員数であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

区分 生産高(千円) 前年同期比(％)

機器等販売 274,668 ―

ソフトウェア開発 209,690 ―

システム販売 469,248 ―

システム運用・管理等 679,222 ―

合計 1,632,830 ―

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．金額は、販売価格によっております。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績

当第１四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

区分 受注高(千円) 前年同期比(％) 受注残高(千円) 前年同期比(％)

機器等販売 240,927 ― 66,430 ―

ソフトウェア開発 214,701 ― 266,471 ―

システム販売 576,688 ― 480,092 ―

システム運用・管理等 681,553 ― 77,115 ―

合計 1,713,870 ― 890,109 ―

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

区分 販売高(千円) 前年同期比(％)

機器等販売 342,186 ―

ソフトウェア開発 550,756 ―

システム販売 573,201 ―

システム運用・管理等 683,498 ―

合計 2,149,642 ―

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。
　

相手先

前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

太平洋セメント株式会社 643,534 32.7 802,785 37.3

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

　
当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、中国などの新興国を中心としたアジア向け輸出の

好調が持続し、また個人消費もエコ関連補助金等の政策効果により持ち直し基調で推移いたしました。し

かしながら、前期の企業業績の落ち込みが深刻であったことを反映して、設備投資や在庫の積み増し等へ

の意欲は依然として弱く、国内景気の回復は緩やかなものとなりました。一方、世界経済は、失業率が高水

準であるなど引き続き深刻な状況にあり、またギリシャに端を発する欧州の財政危機や金融不安など先

行きに不透明さはあるものの、景気刺激策の効果もあって緩やかに回復しています。

当社グループが属する情報サービス業界におきましては、情報化投資は穏やかな回復傾向はあるもの

の、引き続き厳しい経営環境となりました。

このような環境のもと当社グループは、当連結会計期間を「社会の大変革期」に対して「積極的投資

により会社を変革する年」として位置付け、グループ経営施策として「１．グループ会社間の事業再編

成」「２．資源集約・積極投資によるビジネス転換の推進」「３．環境の整備」を掲げ、積極的に諸施

策に取り組みました。

環境の整備につきましては、５月に職場環境の改善と業務効率の向上、経費節減の推進による経営体質

の強化、並びに将来に向けての事業環境の整備を目的として、新本社ビルの建築及び本社移転を決定いた

しました。当連結会計年度末には本社機能及び開発部門を移転する予定であります。

経営体制としては、６月より経営の意思決定及び監督機能と業務執行機能を分離し、権限と責任を明確

化するなかで、業務執行の迅速化を図ることを目的に、執行役員制度を導入いたしました。

商品開発としては、６月に「全周囲果実外観センサー」（果実等の外観計測と全周囲の傷・形状・色

つき等の幅広い検査を実現した画像検査装置）を開発し、市場投入いたしました。また、５月に「低コス

ト」で「安心」「安全」なデータセンタサービスのご提供を目指し、埼玉県下にデータセンタを移設し、

クラウドサービスに向けた基盤を確立いたしました。

このような状況のもと当第１四半期連結会計期間では、前期から継続していた大型ソフトウェア開発

案件が完成し、また前期好調であった生コンクリート業界におけるＪＩＳ改正関連特需の残案件が売上

計上されました。加えて画像処理システムも好調に推移したことにより売上高は2,149,642千円（前期比

9.3％増）となりました。しかしながら利益につきましては、大型ソフトウェア開発案件の利益率が大き

く低下したこと等が影響し、営業利益は14,619千円（同58.7％減）となりました。同様に経常利益は

23,117千円（同34.9％減）となりました。四半期純損益は、主に本社移転に伴う資産除去債務に関する特

別損失30,064千円を計上したことにより33,585千円の四半期純損失となりました。

　
セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。

①　機器等販売

ソフトウェアライセンス等の案件で前倒し受注があり、また機器販売案件が予想以上に受注で

きたことにより、売上高は342,186千円となりました。

②　ソフトウェア開発

前期より開発していた大型案件が完成したこともあり、売上高は550,756千円となりました。

③　システム販売

画像処理システム案件が好調に推移し、生コンクリート業界におけるＪＩＳ改正関連特需の残

案件も前期に引き続き受注できましたが、農業生産管理システム及びインフラサービス案件が

低調に推移したため、売上高は573,201千円となりました。

④　システム運用・管理等

システム運用支援は堅調に推移しましたが、データセンタ業務が減少したため、売上高は

683,498千円となりました。
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(2) 財政状態の分析

流動資産は、前連結会計年度末に比べて18.5％減少し、3,093,143千円となりました。これは、主に現金

及び預金が232,682千円増加したものの、受取手形及び売掛金が570,235千円、仕掛品が449,488千円それ

ぞれ減少したことによります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて13.2％増加し、1,854,436千円となりました。これは、主に有形固

定資産のその他に含まれている建物附属設備が161,752千円及び有形固定資産のその他に含まれている

建設仮勘定が96,161千円増加したことによります。

　この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて9.0％減少し、4,947,579千円となりました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べて21.0％減少し、1,611,421千円となりました。これは、主に買掛

金が422,155千円減少したことによります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて8.9％増加し、606,016千円となりました。これは、主にその他に

含まれている長期前受収益が49,215千円増加したことによります。

　この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて14.6％減少し、2,217,437千円となりました。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて3.8％減少し、2,730,142千円となりました。これは、主に株主

配当金73,994千円の支払があったことによります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年

度末に比べ232,682千円増加し、951,746千円となりました。

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金の増加は、348,690千円（前第１四半期連結会計期間は393,837千円の

資金増加）となりました。これは、主に支出で仕入債務の減少額422,155千円があったものの、収入で売

上債権の減少額570,235千円及びたな卸資産の減少額436,969千円があったことによります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の減少は、25,779千円（前第１四半期連結会計期間は10,968千円の資金減少）

となりました。これは、主に無形固定資産の取得による支出13,349千円及び有形固定資産の取得による

支出12,130千円があったことによります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の減少は、90,228千円（前第１四半期連結会計期間は138,183千円の資金減少）

となりました。これは、主に株主配当金の支払による支出73,994千円があったことによります。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は6,127千円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

　　　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

　  　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新

　　　設、除却等について、重要な変更はありません。

　　　　また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はあ

　　　りません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 5,920,000

計 5,920,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,480,000 1,480,000
大阪証券取引所

（ＪＡＳＤＡＱ市場）
単元株式数は
100株であります。

計 1,480,000 1,480,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年６月30日 ― 1,480 ― 777,875― 235,872

　

(6) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成22年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式　　　　 100
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式   1,479,800 14,798 ―

単元未満株式 普通株式　　　　 100 ― ―

発行済株式総数 1,480,000― ―

総株主の議決権 ― 14,798 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式14株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成22年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
パシフィックシステム㈱

東京都中央区日本橋大伝
馬町９-11

100 ― 100 0.01

計 ― 100 ― 100 0.01

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
　４月 　５月 　６月

最高(円) 1,4001,3551,250

最低(円) 1,3001,1201,135

(注)株価は、大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び前第１四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第１四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び当第１四期連結累計期間(平

成22年４月１日から平成22年６月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しており

ます。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間(平成21年４月１

日から平成21年６月30日まで)及び前第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日

まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 951,746 719,063

受取手形及び売掛金 801,364 1,371,600

リース投資資産 599,089 519,396

有価証券 1,987 1,964

商品及び製品 75,987 65,766

仕掛品 ※３
 282,670

※３
 732,158

原材料及び貯蔵品 34,786 32,487

その他 351,524 365,065

貸倒引当金 △6,013 △10,176

流動資産合計 3,093,143 3,797,327

固定資産

有形固定資産

土地 593,069 593,069

その他（純額） ※１
 845,692

※１
 585,249

有形固定資産合計 1,438,762 1,178,319

無形固定資産 128,845 140,974

投資その他の資産 ※２
 286,827

※２
 318,598

固定資産合計 1,854,436 1,637,891

資産合計 4,947,579 5,435,219

負債の部

流動負債

買掛金 273,854 696,010

未払費用 518,268 230,612

未払法人税等 30,964 153,612

賞与引当金 105,535 272,123

受注損失引当金 ※３
 8,229

※３
 4,962

アフターコスト引当金 15,774 25,876

その他 658,794 656,497

流動負債合計 1,611,421 2,039,695

固定負債

退職給付引当金 131,463 113,283

その他 474,552 442,950

固定負債合計 606,016 556,233

負債合計 2,217,437 2,595,928
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 777,875 777,875

資本剰余金 239,946 239,946

利益剰余金 1,716,080 1,823,660

自己株式 △178 △178

株主資本合計 2,733,723 2,841,303

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △3,580 △2,012

評価・換算差額等合計 △3,580 △2,012

純資産合計 2,730,142 2,839,290

負債純資産合計 4,947,579 5,435,219
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

売上高 1,967,432 2,149,642

売上原価 1,561,863 1,776,515

売上総利益 405,569 373,126

販売費及び一般管理費 ※１
 370,183

※１
 358,507

営業利益 35,385 14,619

営業外収益

受取利息 0 1

受取配当金 816 1,637

受取手数料 744 741

不動産賃貸収入 645 150

助成金収入 － 4,459

その他 1,044 5,196

営業外収益合計 3,251 12,185

営業外費用

支払利息 2,367 1,734

売上割引 596 1,198

貸倒引当金繰入額 79 －

シンジケートローン手数料 － 748

その他 57 6

営業外費用合計 3,100 3,687

経常利益 35,536 23,117

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,328 4,168

保険解約返戻金 3,446 －

賞与引当金戻入額 40,516 －

その他 540 －

特別利益合計 45,832 4,168

特別損失

固定資産除却損 514 171

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 30,064

その他 － 1,273

特別損失合計 514 31,509

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

80,854 △4,223

法人税等 ※２
 70,153

※２
 29,362

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △33,585

四半期純利益又は四半期純損失（△） 10,700 △33,585
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

80,854 △4,223

減価償却費 43,883 37,271

賞与引当金の増減額（△は減少） △178,255 △166,588

受注損失引当金の増減額（△は減少） △2,006 3,267

アフターコスト引当金の増減額（△は減少） △1,468 △10,101

退職給付引当金の増減額（△は減少） 17,508 18,180

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,337 △4,257

受取利息及び受取配当金 △816 △1,639

支払利息 2,367 1,734

保険解約損益（△は益） △3,446 －

固定資産除却損 514 171

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 30,064

売上債権の増減額（△は増加） 590,693 570,235

たな卸資産の増減額（△は増加） △148,623 436,969

リース投資資産の増減額（△は増加） － △79,692

その他の資産の増減額（△は増加） 9,977 30,413

仕入債務の増減額（△は減少） △204,828 △422,155

未払消費税等の増減額（△は減少） 5,128 16,698

未収消費税等の増減額（△は増加） － 14,827

その他の負債の増減額（△は減少） 254,129 57,898

小計 464,276 529,075

利息及び配当金の受取額 816 1,639

利息の支払額 △1,536 △1,734

法人税等の支払額 △69,719 △180,289

営業活動によるキャッシュ・フロー 393,837 348,690

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △5,285 △12,130

無形固定資産の取得による支出 △8,161 △13,349

投資有価証券の取得による支出 △54,532 △5

投資有価証券の売却による収入 50,505 －

敷金及び保証金の差入による支出 △480 △835

敷金及び保証金の回収による収入 638 492

保険積立金の解約による収入 6,269 －

その他 78 49

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,968 △25,779
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 － 100,000

短期借入金の返済による支出 － △100,000

長期借入金の返済による支出 △50,000 －

リース債務の返済による支出 △6,789 △17,963

配当金の支払額 △81,393 △73,994

その他 － 1,729

財務活動によるキャッシュ・フロー △138,183 △90,228

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 244,685 232,682

現金及び現金同等物の期首残高 909,204 719,063

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,153,890 951,746

EDINET提出書類

パシフィックシステム株式会社(E05687)

四半期報告書

16/27



【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期連結会計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

　　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
 至　平成22年６月30日)

　会計処理基準に関する事項の変更

　　「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）

を適用しております。

　これに伴う営業利益及び経常利益に与える影響は軽微であり、税金等調整前四半期純利益は、31,618千円減少

しております。

　

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
 至　平成22年６月30日)

（四半期連結貸借対照表関係）

前第１四半期連結会計期間において、流動資産の「その他」に含めていた「リース投資資産」は、資産総額の

100分の10を超えたため、当第１四半期連結会計期間より区分掲記することとしております。なお、前第１四半期

連結会計期間の流動負債の「その他」に含まれる「リース投資資産」は53,612千円であります。

（四半期連結計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等

の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第１四半期連結累計期間で

は、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結会計期間において、「その他の資産の増減額（△は増加）」に含めて表示しておりました

「リース投資資産の増減額（△は増加）」は重要性が増したため、当第１四半期連結累計期間では区分掲記す

ることとしております。なお、前第１四半期連結累計期間の「その他の資産の増減額（△は増加）」に含まれる

「リース投資資産の増減額（△は増加）」は8,283千円であります。

　

【簡便な会計処理】

当第１四半期連結会計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

　　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
 至　平成22年６月30日)

　税金費用の計算

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する

　税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

　算しております。

　　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　710,288千円

※２  資産の金額から直接控除している貸倒引当金の

      額

　　　投資その他の資産　　　　　　　    3,973千円

※３　損失の発生が見込まれる受注契約に係る仕掛品

　　　と受注損失引当金は、相殺せず両建てで表示し

　　　ております。

　　　　このうち、受注損失引当金に対応する額は

　　　8,229千円であります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　721,289千円

※２  資産の金額から直接控除している貸倒引当金の

      額

　　　投資その他の資産　　　　　　　    4,067千円

※３　損失の発生が見込まれる受注契約に係る仕掛品

　　　と受注損失引当金は、相殺せず両建てで表示し

　　　ております。

　　　　このうち、受注損失引当金に対応する額は

　　　4,962千円であります。

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
 至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
 至　平成22年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

 　　 給与手当　 　　　　　　　　　 　146,606千円

　　  福利厚生費　　　　　　　　　　　 32,996千円

      賞与引当金繰入額　　　　　　　　 28,080千円

      退職給付費用　　　　　　　　　　　2,149千円

　　　減価償却費　　　　　　　　　　　 14,237千円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

 　　 給与手当　 　　　　　　　　　 　144,711千円

 　　 福利厚生費　　　　　　　　　　　 35,639千円

      賞与引当金繰入額　　　　　　　　 22,422千円

      退職給付費用　　　　　　　　　　　3,789千円

　　　減価償却費　　　　　　　　　　　 11,703千円

※２　税金費用については、簡便法による税効果会計

　　を適用しているため、法人税等調整額は「法人税

　　等」に含めて表示しています。

※２　税金費用については、簡便法による税効果会計

　　を適用しているため、法人税等調整額は「法人税

　　等」に含めて表示しています。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
 至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
 至　平成22年６月30日)

　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

　　借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　現金及び預金
　有価証券

1,153,890千円
0千円

　現金及び現金同等物 1,153,890千円

　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

　　借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　現金及び預金
　有価証券

951,746千円
0千円

　現金及び現金同等物 951,746千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間(自　平成22年

４月１日　至　平成22年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,480,000

　
２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 114

　
３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年６月18日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 73,994 50平成22年３月31日 平成22年６月21日

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　
５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

情報サービス事業の売上高、営業利益は、全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める割

合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　
【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外子会社がないため、該当事項はありませ

ん。

　
【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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【セグメント情報】

（追加情報）

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

 平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用

指針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。

　
１  報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。

　当社グループは、情報サービス事業を主な事業としており、その事業内容及び製品・サービス等に基づい

て事業を集約した結果、「機器等販売」、「ソフトウェア開発」、「システム販売」及び「システム運用・

管理等」の４つを報告セグメントとしております。

　「機器等販売」はハードウェア及びソフトウェア等の仕入・販売、「ソフトウェア開発」はアプリケー

ションシステムの受託開発業務及びＥＲＰビジネス、「システム販売」は自社開発システムの販売及び

ネットワーク構築等のインフラサービス、「システム運用・管理等」はユーザシステムの運用・管理サー

ビス及び保守サービス等を行っております。

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１ 日  至  平成22年６月30日)

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２機器等販売

ソフトウェ
ア開発

システム
販売

システム運
用・管理等

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 342,186550,756573,201683,4982,149,642― 2,149,642

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 24,8074,623 2,64732,078△32,078 ―

計 342,186575,564577,824686,1452,181,720△32,0782,149,642

セグメント利益 44,55624,37698,581119,684287,198△272,57814,619

（注)１　セグメント利益の調整額△272,578千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(リース取引関係)

　 リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の

　 賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しておりますが、当四半期連結会計期間に

　 おけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しており

　 ません。

　

(金融商品関係)

   金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著し

   い変動はありません。

　

(有価証券関係)

   有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著し

   い変動はありません。

　

(デリバティブ取引関係)

　 当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

   該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

　　 該当事項はありません。

　
(資産除去債務関係)

　　 著しい変動がないため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 1,844.83円
　

　 1,918.59円
　

　
２  １株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日 
  至　平成22年６月30日)

１株当たり四半期純利益 7.23円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失(△) △22.69円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が
存在しないため記載しておりません。

(注)１株当たり四半期純利益又は四半期純損失の算定上の基礎

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
 至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
 至　平成22年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は
四半期純損失(△)(千円)

10,700 △33,585

普通株式に係る四半期純利益又は
四半期純損失(△)(千円)

10,700 △33,585

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 1,479 1,479

　

(重要な後発事象)

 該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年８月12日

パシフィックシステム株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人
　

　 　
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    青    木    俊    人    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    清    水    芳    彦    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているパシ

フィックシステム株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結

会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日か

ら平成21年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の

作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明する

ことにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、パシフィックシステム株式会社及び連結子会

社の平成21年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年８月12日

パシフィックシステム株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    青    木    俊    人    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    鈴    木    一    宏    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    清    水    芳    彦    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているパシ

フィックシステム株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結

会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成22年４月１日か

ら平成22年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の

作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明する

ことにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、パシフィックシステム株式会社及び連結子会

社の平成22年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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